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貴族社会における星供とその実態

　
　
　

�［
要
旨
］
平
安
時
代
に
お
い
て
密
教
や
末
法
思
想
が
盛
ん
に
な
り
、
信
仰
と
い
う
も
の
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
星
信
仰
お
よ
び
星
供
も
発
達
し
た
。
本
稿
で
は
十
世
紀
か
ら
十
三
世

紀
の
貴
族
社
会
を
対
象
に
、
星
へ
の
信
仰
が
貴
族
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の

か
を
考
察
し
た
。
ま
た
星
供
と
し
て
、
北
斗
法
と
尊
星
王
法
に
焦
点
を
当
て
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
目
的
の
も
と
に
修
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
貴
族
社
会
で
星
供
が
選
択
さ
れ
た
背
景

に
つ
い
て
、
貴
族
の
日
記
を
用
い
な
が
ら
検
討
し
た
。

　
　
　

�　

貴
族
社
会
に
お
い
て
星
信
仰
が
注
目
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
当
時
の
時
代
背
景
が
挙
げ

ら
れ
る
。
当
時
の
貴
族
社
会
は
政
争
に
伴
う
他
氏
排
斥
が
顕
著
で
あ
り
、
不
安
定
な
時
代

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
星
に
よ
っ
て
自
ら
の
運
命
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
星
信
仰
へ
の
注

目
が
一
層
高
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
星
信
仰
が
発
達
す
る
に
比
例
し
て
、
星
供
も
貴
族
社

会
に
お
い
て
発
展
し
た
。
北
斗
法
は
十
世
紀
中
頃
か
ら
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
二
世

紀
以
降
に
な
る
と
勤
修
形
態
も
変
化
し
た
。
導
師
は
仁
和
寺
僧
が
中
心
で
あ
り
、
仁
和
寺

御
室
宮
も
導
師
を
勤
め
て
い
た
。
つ
ま
り
皇
族
や
貴
族
と
密
接
で
あ
っ
た
仁
和
寺
を
通
し

て
、
貴
族
社
会
に
北
斗
法
が
浸
透
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
尊
星
王
法
は
十
世
紀
中
頃
に

初
見
史
料
が
見
ら
れ
て
以
降
、
園
城
寺
の
秘
法
に
よ
り
勤
修
形
態
の
変
化
は
確
認
さ
れ
ず
、

導
師
も
園
城
寺
僧
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
園
城
寺
と
藤
原
道
長
創
建
の
法
成
寺
と
の

関
係
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
藤
原
氏
を
介
し
て
尊
星
王
法
が
貴
族
社
会
に
浸
透
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
勤
修
目
的
に
お
い
て
は
、
北
斗
法
・
尊
星
王
法
と
も
に
、
臨
時
的
修
法
と

恒
例
修
法
が
確
認
さ
れ
、
貴
族
社
会
全
体
で
星
供
が
重
要
な
修
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
と
言
え
よ
う
。

齋
　
藤
　
　
　
綾

　
貴
族
社
会
に
お
け
る
星
供
と
そ
の
実
態

　
　
　
　
　
―
―
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
北
斗
法
・
尊
星
王
法
を
中
心
に
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

平
安
時
代
に
最
澄
や
空
海
に
よ
る
密
教
や
末
法
思
想
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
摂
関
政
治
以
降
に
お
い
て
は
、
仏
教
へ
の
信
仰
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ま

た
同
時
期
に
は
天
文
学
や
暦
に
よ
り
吉
凶
を
占
う
陰
陽
道
も
発
達
し
、
人
々
の
強
い

関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
の
中
で
密
教
と
陰
陽
道
が
直
接
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
信

仰
お
よ
び
修
法
の
一
つ
と
し
て
星
宿（

（
（

が
挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。

　

山
下
克
明
氏
に
よ
る
と
、
星
宿
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
熾
盛
光
法
の
盛

行
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
熾
盛
光
法
は
円

　
　
　

�　

以
上
よ
り
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
星
信
仰
や
星
供
は
、
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
、
延
命

を
祈
る
た
め
等
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
選
択
さ
れ
行
わ
れ
た
。
特
に
北
斗
法
や
尊
星
王
法

は
貴
族
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
ほ
ど
、
中
心
祈
祷
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
星
信
仰
・
北
斗
法
・
仁
和
寺
・
尊
星
王
法
・
園
城
寺
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仁
が
護
国
修
法
と
し
て
伝
え
た
修
法
で
あ
り
、
天
変
消
除
を
主
目
的
に
修
さ
れ
た
と

さ
れ
る（

（
（

。
し
か
し
、
本
来
の
目
的
と
し
て
は
単
な
る
天
変
一
般
で
は
な
く
、
彗
星
・

妖
星
等
が
個
人
の
十
二
宮
・
二
十
八
宿
中
の
本
命
宮
・
本
命
宿
を
侵
す
こ
と
か
ら
発

生
す
る
個
人
の
災
厄
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
護
国
修
法
に
天
皇
や
貴

族
個
人
の
運
命
が
星
宿
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り（

（
（

、
と
り

わ
け
天
変
消
除
の
た
め
に
勤
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
熾
盛
光
法
は
貴
族
社
会

に
お
け
る
星
宿
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
貴
族
社
会
の
中
で
も
浸
透
し
た
と
さ
れ
る
星
宿
だ
が
、
そ
も
そ
も
星

宿
と
は
ど
の
よ
う
な
信
仰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
星
宿
と
い
う
語

を
星
信
仰
と
星
供
に
分
類
し
、「
星
そ
の
も
の
へ
の
信
仰
」
を
星
信
仰
、「
息
災
・
増

益
・
延
命
等
の
た
め
に
、
北
斗
七
星
・
九
執
曜
・
十
二
宮
・
二
十
八
宿
等
を
祀
り
、

こ
れ
を
供
養
す
る
法
会
」
を
星
供
と
定
義
付
け
た
上
で
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

　

星
信
仰
お
よ
び
星
供
に
関
す
る
総
括
的
な
研
究
は
武
田
和
昭
氏
や
速
水
侑
氏
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
武
田
氏
に
よ
る
と
、
星
供
の
記
録
に
つ
い
て
は
古
代
か
ら

中
世
に
亘
り
、
極
め
て
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
時
代
と
と
も
に
、
か
な
り
変
遷
し
て

い
る
こ
と
が
把
握
出
来
る
と
い
う（

（
（

。し
か
し
、密
教
諸
書
に
よ
る
考
察
だ
け
で
な
く
、

古
代
・
中
世
の
日
記
類
等
か
ら
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
速
水
氏
は
、
天
皇
の
玉
体
安
穏
を
祈
る
国
家
的
修
法
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
十

世
紀
に
入
る
と
私
的
修
法
も
発
達
し
、
星
供
が
盛
ん
に
現
わ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る（
（
（

。
こ
の
私
的
修
法
の
発
展
に
つ
い
て
は
摂
関
体
制
形
成
期
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
星
信
仰
の
発
展
に
関
し
て
も
再
度
時
代
背
景

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
貴
族
の
日
記
等
を
通
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
星
信
仰
お
よ
び

星
供
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
は
律
令
体
制
が

崩
壊
し
た
後
、
貴
族
に
よ
る
摂
関
政
治
や
院
政
が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
十
二
世

紀
以
降
は
鎌
倉
幕
府
を
中
心
と
し
た
政
治
に
よ
り
、
武
士
が
台
頭
す
る
。
こ
の
貴
族

社
会
の
全
盛
期
か
ら
武
家
社
会
の
世
の
中
へ
と
移
り
変
わ
る
ま
で
の
時
代
に
お
け

る
、貴
族
社
会
全
体
の
動
向
を
、貴
族
の
日
記
等
も
用
い
な
が
ら
着
目
す
る
こ
と
で
、

星
信
仰
や
星
供
が
貴
族
ら
に
与
え
た
影
響
、
さ
ら
に
は
貴
族
社
会
の
中
で
ど
れ
ほ
ど

認
識
さ
れ
重
要
視
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
星
供

に
関
し
て
は
真
言
宗
で
主
に
修
さ
れ
た
北
斗
法
と
天
台
宗
で
主
に
修
さ
れ
た
尊
星
王

法
に
焦
点
を
当
て
、
北
斗
法
や
尊
星
王
法
と
い
っ
た
星
供
が
ど
の
よ
う
に
貴
族
社
会

に
受
容
さ
れ
定
着
し
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
勤
修
事
例
を
史
料
に
基
づ

き
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
貴
族
社
会
が
と
り
わ
け
星
供
を
選
択
し
た
理
由
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

第
一
章　

貴
族
社
会
の
星
信
仰
と
星
供

　

貴
族
の
日
記
等
を
通
し
て
、
十
世
紀
以
降
に
お
け
る
星
へ
の
信
仰
は
様
々
な
種
類

が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
こ
で
、
本
章
で
は
星
信
仰
の
種
類
を
概
観
し
た
上
で
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
、

な
ぜ
星
へ
の
信
仰
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

第
一
節　

星
信
仰
と
種
類

　

星
信
仰
の
種
類
と
し
て
は
複
数
確
認
さ
れ
る
が
、
本
節
で
は
特
に
当
年
星
、
本
命

星
、
本
命
元
辰
星
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
星
信
仰
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

当
年
星
と
は
、
人
の
年
齢
に
よ
り
九
曜（

（
（

の
一
つ
を
当
て
、
そ
の
一
年
間
そ
の
人
の

運
命
を
支
配
す
る
星
の
こ
と
を
い
う（

（1
（

。『
白
宝
口
抄
』
巻
第
百
五
十
八
「
当
年
星
事（
（1
（

」
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に
よ
る
と
、
一
歳
は
羅
睺
星
、
二
歳
は
土
曜
星
の
よ
う
に
年
齢
と
九
曜
が
対
応
し
、

そ
の
星
に
よ
っ
て
一
年
間
の
吉
凶
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
九
曜
と
年

齢
と
の
関
係
は
九
年
周
期
で
あ
っ
た
。

　

当
年
星
に
関
す
る
初
見
史
料
は
管
見
の
限
り
、『
中
右
記
』永
長
元
年（
一
〇
九
六
）

七
月
十
六
日
条
の
「
夜
月
蝕
皆
既
、
丑
寅

時
、

天
晴
正
現
、
依
為
当
年
星
致
慎
」
す
と
い

う
記
述
で
あ
る
。当
時
の
社
会
に
お
い
て
は
、月
蝕
や
日
蝕
と
い
っ
た
天
変
の
際
は
、

自
身
に
悪
い
こ
と
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
年
間
を
無
事
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
当
年
星
の
信
仰
が
行
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
本
命
星
を
見
て
い
き
た
い
。
人
の
生
年
に
よ
り
、
北
斗
七
星
の
一
つ
を
そ
の

人
の
属
す
る
本
命
星
と
し
、
そ
の
星
の
善
悪
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
運
命
の
吉
凶
を
自

ら
定
め
ら
れ
る
と
い
う（

（1
（

。『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星
宿
法（
（1
（

」
に
よ
る
と
、
子
年
は
貪
狼
星
、

丑
年
、
亥
年
は
巨
門
星
の
よ
う
に
、
生
年
の
干
支
に
よ
っ
て
自
身
の
本
命
星
が
決
ま

る
と
い
う
。

　

ま
た
、
本
命
星
の
初
見
史
料
は
『
権
記
』
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
七
月
二
日
条

で
あ
り
、敦
康
親
王
の
た
め
に
法
橋
静
昭
が
本
命
星
を
供
養
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
藤
原
道
長
が
本
命
星
祭
を
行
っ
た
等
の
事
例
が
確
認
さ
れ
る
が（

（1
（

、
貴
族
の

日
記
等
に
お
い
て
本
命
星
へ
の
信
仰
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
。
本
命
星
は
人
の
一

生
の
運
命
が
所
属
す
る
星
だ
か
ら
こ
そ（

（1
（

、
日
頃
か
ら
崇
め
ら
れ
て
い
た
星
だ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
本
命
星
と
併
せ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
、本
命
元
辰
星
が
あ
る
。

本
命
元
辰
星
は
、
本
命
星
の
裏
星
と
も
理
解
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星

宿
法
」
に
よ
る
と
、
子
年
の
元
辰
星
は
武
曲
星
、
丑
年
の
元
辰
星
は
破
軍
星
の
よ
う

に
、
本
命
星
と
同
じ
く
、
本
命
元
辰
星
も
生
年
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

本
命
元
辰
星
の
初
見
史
料
は
『
村
上
天
皇
御
記
』
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
十
二
月

二
十
一
日
条（

（1
（

で
あ
り
、
村
上
天
皇
が
延
暦
寺
に
お
い
て
、
内
供
奉
十
禅
師
賀
静
を
通

じ
て
本
命
元
辰
星
を
供
養
さ
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
貴
族
の
日
記
等
に
お
け
る
本

命
元
辰
星
に
関
す
る
記
述
は
ほ
ぼ
散
見
さ
れ
な
い
。
本
命
星
の
効
験
を
高
く
す
る（

（1
（

た

め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
本
命
星
と
同
様
に
、
本
命
元
辰
星
も
日
頃
か
ら
崇
め
ら

れ
て
い
た
星
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
中
で
『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星
宿
法
」

に
よ
る
と
、「
本
命
星
元
神
星
互
施
利
生
、
故
本
命
星
祈
本
命
、
元
神
星
祈
官
位
栄

禄
病
悩
憂
患
之
事
」と
見
ら
れ
る
。つ
ま
り
、本
命
星
と
裏
星
の
元
辰
星
が
あ
い
ま
っ

て
、
個
人
の
現
世
利
益
を
全
う
出
来
る
と
さ
れ（

（1
（

、
人
々
の
間
で
は
重
ん
じ
ら
れ
て
い

た
星
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
種
類
の
星
信
仰
が
確
認
さ
れ
る
が
、
星
信
仰
へ
の
発
達
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
陰
陽
道
と
宿
曜
道
で
あ
る
。
陰
陽
道
は
、
六
世
紀

後
半
に
大
陸
か
ら
術
数
関
連
の
技
術
が
伝
来
し
、
日
本
独
自
に
発
達
し
た
天
文
道
で

あ
る
。
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
の
大
宝
律
令
の
制
定
に
よ
り
、
中
務
省
管
下
に
陰
陽
・

暦
・
天
文
・
漏
刻
を
扱
う
陰
陽
寮
が
設
置
さ
れ
た（

（2
（

こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
に
お
け
る
宿
曜
道
は
、
平
安
時
代
初
期
に
お
い
て
、
空
海
や
円
仁
ら
の

入
唐
密
教
僧
に
よ
り
、『
宿
曜
経
』、『
七
曜
攘
災
決
』
な
ど
の
イ
ン
ド
系
占
星
術
書

が
伝
え
ら
れ
、
七
曜
や
二
十
八
宿
に
よ
る
日
の
吉
凶
の
知
識
が
広
ま
り
、
個
人
の
一

生
の
運
・
禍
福
を
支
配
す
る
本
命
星
・
本
命
宿
へ
の
信
仰
が
興
隆
し
た（

（2
（

。
そ
の
後
、

天
徳
元
年
（
九
五
七
）
延
暦
寺
僧
日
延
が
呉
越
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
宿
曜
道
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
宿
曜
道
が
発
達
し
た
十
世
紀
後
半
を
境
に
、
陰
陽
道
と
宿
曜
道
が
交
流

し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
の
交
流
を
通
し
て
星
信
仰
が
急
速
に
発
達
し
た
こ
と
に
よ

り
、貴
族
社
会
の
中
で
も
関
心
が
一
層
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
星
信
仰
が
発
達
し
て
い
た
十
世
紀
後
半
に
は
、
星
信
仰
と
共
に
と
り
わ
け
密

教
に
お
い
て
星
を
供
養
す
る
星
供
も
発
達
し
、
貴
族
社
会
で
も
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

貴
族
社
会
と
星
供
の
関
わ
り

　

十
世
紀
頃
か
ら
星
へ
の
信
仰
、
そ
し
て
星
供
の
勤
修
が
発
達
し
、
貴
族
社
会
に
お

い
て
、
星
信
仰
が
浸
透
し
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

人
々
の
間
で
星
へ
の
信
仰
が
浸
透
す
る
中
、『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星
宿
法
」
に
よ

る
と
、
本
命
日
お
よ
び
本
命
宿
の
定
め
方
に
関
す
る
相
論
が
起
き
た
と
い
う
。

　
　

応
和
天
皇
延
長
四
年
丙
戌
六
月
二
日
丁
亥
御
降
誕
云
々
、

　
　

�

件
本
命
供
時
、
以
丙
戌
為
御
本
命
日
、
以
六
月
二
日
柳
宿
為
御
本
命
宿
、
陰
陽

所
用
日
也
、

　
　

以
丁
亥
日
為
御
本
日
、
以
星
宿
為
御
本
命
宿
、
法
蔵
僧
都
行
用
日
也
、

　

応
和
元
年
（
九
六
一
）、
陰
陽
家
の
賀
茂
保
憲
と
宿
曜
家
と
関
係
を
持
つ
法
蔵
法

師
が
「
応
和
天
皇
」（
村
上
天
皇
）
の
本
命
日
お
よ
び
本
命
宿
を
め
ぐ
り
論
争
を
行
っ

た
が
、
村
上
天
皇
は
、
延
長
四
年
（
九
二
六
）
丙
戌
の
年
の
六
月
二
日
丁
亥
の
日
に

誕
生
し
た
。
賀
茂
保
憲
は
、
生
年
の
干
支
で
あ
る
丙
戌
を
本
命
日
と
し
、
本
命
宿
は

柳
宿
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
一
方
で
、
法
蔵
法
師
は
、
生
日
の
干
支
で
あ
る
丁

亥
を
本
命
日
と
し
、本
命
宿
は
星
宿
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
後
、

両
者
は
勘
文
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
百
四
十
三

「
星（

（2
（

」
に
よ
る
と
、
こ
の
論
争
は
吉
野
の
日
蔵
法
師
に
よ
り
裁
決
が
行
わ
れ
、
本
命

日
は
賀
茂
保
憲
の
説
、
本
命
宿
は
法
蔵
法
師
の
説
に
よ
る
べ
し
と
さ
れ
、
以
後
こ
の

判
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。

　

こ
の
相
論
が
生
ま
れ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
時
期
、
陰
陽
道
と
宿
曜
道
が

と
も
に
発
達
し
て
い
る
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
九
世

紀
末
頃
か
ら
陰
陽
師
は
属
星
祭
や
本
命
祭
を
行
い
始
め
陰
陽
道
は
呪
術
宗
教
と
し
て

成
立
す
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
密
教
の
星
宿
法
は
未
成
立
で
あ
っ
た（

（2
（

。
ま
た
『
覚
禅

鈔
』
第
六
「
星
宿
法
」
に
、「
陰
陽
・
宿
曜
二
家
諍
有
之
、
但
法
蔵
僧
都
未
知
所
拠
、

是
不
受
師
説
、
獨
見
所
致
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
蔵
法
師
の
説
に
も
根
拠
が
知
ら

れ
ず
、
独
自
の
見
解
が
含
ま
れ
て
い
た
。
星
信
仰
は
陰
陽
道
・
宿
曜
道
の
交
流
に
よ

り
発
達
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
十
世
紀
に
は
本
命
日
や
本
命
宿
等
の
定
め
方
は

明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
星
へ
の
信
仰
心
ば
か
り
が

先
行
し
て
人
々
の
間
で
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し

こ
の
相
論
を
通
じ
て
、
国
家
の
た
め
で
な
く
個
人
の
た
め
の
星
信
仰
が
浸
透
し
て
い

る
こ
と
、
星
は
個
人
の
運
命
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
事
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
星
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
天

に
輝
く
星
だ
が
、
時
と
し
て
突
然
日
蝕
や
彗
星
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
人
々
は

こ
の
よ
う
な
現
象
を
凶
兆
ま
た
は
運
命
だ
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
空
に
異
変
が
生
じ

た
際
は
、
人
間
の
身
に
も
災
厄
が
ふ
り
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

日
蝕
や
彗
星
と
い
っ
た
現
象
に
対
し
、
星
に
幸
運
を
祈
り
、
あ
る
い
は
災
厄
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
様
々
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
星
信
仰

や
星
供
が
浸
透
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
星
信
仰
へ
の
関
心
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
と
さ
れ
る
九
世
紀
以
降
の
時

代
背
景
に
も
改
め
て
着
目
し
た
い
。
こ
の
時
代
は
律
令
制
が
崩
壊
し
、
貴
族
が
台
頭

し
て
い
た
。皇
族
に
関
し
て
は
、例
え
ば
先
の
村
上
天
皇
に
お
け
る
星
信
仰
の
場
合
、

村
上
天
皇
個
人
の
消
災
延
命
を
通
し
て
体
制
の
安
穏
を
計
る
政
治
的
・
社
会
的
要
請

が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

貴
族
に
お
い
て
は
、と
り
わ
け
藤
原
氏
北
家
が
外
戚
と
て
皇
族
と
の
関
係
を
築
き
、
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権
力
を
拡
大
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
藤
原
氏
一
族
に
よ
る
内
紛
を
は
じ
め
、
よ
り

権
力
を
握
ろ
う
と
す
る
貴
族
た
ち
の
間
で
権
力
闘
争
が
行
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

他
氏
排
斥
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
貴
族
一
人
ひ
と
り
が
権
力
を
握
っ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
世
の
中
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
ら
掴
ん
だ
権
力
を
失
わ

な
い
た
め
に
様
々
な
信
仰
が
急
速
に
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
貴
族
社
会
で
は
神
仏
に
す
が
る
こ
と
で
、
自
ら
の
身
を
守
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
星
信
仰
や
星
供
は
、
貴
族

社
会
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

第
二
章　

北
斗
法

　

北
斗
法
と
は
、
息
災
、
特
に
天
変
・
疫
病
・
夭
寿
等
の
災
い
を
除
く
た
め
に
北
斗

七
星
を
供
養
す
る
法
の
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
本
章
で
は
、
北
斗
法
の
勤
修
形
態
の
変
化
、

導
師
か
ら
見
る
北
斗
法
と
各
宗
派
と
の
関
わ
り
、そ
し
て
北
斗
法
の
勤
修
事
例
か
ら
、

北
斗
法
を
行
う
目
的
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
貴
族
社

会
と
北
斗
法
の
関
わ
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　

第
一
節　

北
斗
法
と
勤
修
形
態
の
変
化

　

史
料
上
に
お
い
て
、
北
斗
法
に
関
す
る
古
い
記
述
と
し
て
『
村
上
天
皇
御
記
』
天

徳
四
年
（
九
六
〇
）
十
二
月
十
七
日
条（

（2
（

や
『
日
本
紀
略
』
応
和
三
年
（
九
六
三
）
六

月
二
十
二
日
条（

（2
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
十
世
紀
中
頃
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
貴
族
社
会
に
も
北
斗
法
が
浸
透
し
、
修
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
十
二
世
紀
以
降
に
な
る
と
北
斗
法
の
勤
修
機
会
が
増
加
し

た
こ
と
も
あ
り
、
流
派
に
よ
り
様
々
な
修
法
が
生
成
さ
れ
た
。

　

一
つ
は
大
北
斗
法
と
呼
ば
れ
る
修
法
で
あ
る
。
大
北
斗
法
に
関
し
て
は
、
仁
和
寺

僧
の
寛
助
が
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星
宿
法
」
に
は
、
大
北

斗
法
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

大
阿
闍
梨
大
僧
正
寛
助

　
　

�

伴
僧
廿
人
、
大
壇
并
護
摩
壇
小
壇
六
段
也
、
毎
日
三
時
必
行
之
、
諸
壇
共
息
災

向
北
云
々
、

　
　

支
度
大
阿
闍
梨
一
通
、
七
壇
料
有
也
、

　
　

供
物
料

　
　

大
壇
護
摩
如
例
御
修
法
、

　
　

六
壇
供
如
例
北
斗
供
、
壇
別
七
日
、
三
石
五
斗
、

　

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
伴
僧
は
二
十
人
で
あ
り
、
大
壇
、
護
摩
壇
、
小
壇
六
段
の

計
八
壇
に
も
及
ぶ
こ
と
が
窺
え
る
。
修
法
が
発
達
す
る
に
連
れ
、
北
斗
法
の
規
模
が

さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
そ
れ
が
大
北
斗
法
と
し
て
発
展
し
た
の
だ
ろ
う
。
貴
族
の
日

記
等
に
お
い
て
も
、
大
北
斗
法
に
関
す
る
記
述
は
多
く
散
見
さ
れ
、
と
り
わ
け
大
北

斗
法
は
十
二
世
紀
に
勤
修
事
例
が
多
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
二
世
紀
頃
に
最

盛
期
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
大
北
斗
法
と
類
似
し
た
北
斗
法
と
し
て
、
七
つ
の
壇
場
を
設
け
る
七
壇
北
斗

法
と
呼
ば
れ
る
修
法
が
あ
る
。『
中
右
記
』
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
）
五
月
二
十
日

条
に
お
い
て
、「
又
猶
山
・
三
井
・
東
寺
相
分
人
々
、
被
行
七
壇
北
斗
法
云
々
」
と

あ
り
、
七
壇
北
斗
法
に
関
す
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
よ
り
、
山
門
、
三

井
寺
、
東
寺
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
が
一
緒
に
七
壇
北
斗
法
を
勤
修
し
た
と
い
う
こ
と
を

窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
事
例
に
関
し
て
は
、
公
家
の
祈
り
の
た
め
、
東
寺
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僧
三
人
、
延
暦
寺
を
中
心
と
す
る
山
門
派
僧
二
人
、
三
井
寺
を
中
心
と
す
る
寺
門
派

僧
二
人
の
計
七
人
で
七
壇
北
斗
法
を
勤
修
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
三
門
が
一

体
と
な
っ
て
勤
修
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
七
壇
北
斗
法
の
特
色
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、全
て
の
七
壇
北
斗
法
が
三
門
一
体
で
勤
修
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

実
際
に
、
三
門
一
体
で
七
壇
北
斗
法
を
勤
修
し
た
と
さ
れ
る
事
例
は
、
数
件
確
認
さ

れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
門
が
積
極
的
に
一
所
で
の
勤
修
を
望
ん
だ
と
は

考
え
難
い（

（3
（

。
こ
こ
か
ら
、
願
主
で
あ
る
貴
族
側
が
寺
院
社
会
に
対
し
て
三
門
一
体
と

な
っ
た
七
壇
北
斗
法
の
勤
修
を
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貴
族
社
会
で
仏
教
へ

の
信
仰
が
深
ま
る
中
、
貴
族
ら
は
一
つ
の
宗
派
を
特
定
せ
ず
、
様
々
な
宗
派
と
関
係

を
築
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
如
法
北
斗
法
と
呼
ば
れ
る
修
法
も
確
認
さ
れ
る
。『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星

宿
法
」
に
お
い
て
、
如
法
北
斗
法
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

大
阿
闍
梨
大
僧
都
兼
法
務
寛
信
、
時
律
師
、

　
　

天
承
元
年
五
月
二
日
、
於
白
河
御
所
、
鳥
羽
院
御
祈
被
修
、

　
　

今
法
一
七
ヶ
日
云
々
、

　
　

伴
僧
十
二
口
、

　
　

不
用
六
壇
小
供
、
聖
天
十
二
天
壇
有
之
、
如
法
御
修
法
作
法
也
、

　
　

蠟
燭
供
大
壇
計
居
之
、
護
摩
壇
不
居
之
、

　
　
結
願
五
月
九
日
、

　

右
の
史
料
は
、
勧
修
寺
僧
の
寛
信
が
如
法
北
斗
法
を
勤
修
し
た
と
さ
れ
る
記
述
で

あ
る
。
六
壇
小
供
を
用
い
ず
、
如
法
北
斗
法
の
特
色
で
も
あ
る
聖
天
壇
、
十
二
天
壇

が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
如
法
北
斗
法
は
、
大
北
斗
法
、
七
壇
北
斗
法
と

比
べ
る
と
発
達
し
た
時
期
が
遅
く
、
史
料
上
に
お
け
る
勤
修
事
例
も
少
な
い
。
し
か

し
、
導
師
に
着
目
し
た
際
、
無
動
寺（

（3
（

の
僧
侶
も
如
法
北
斗
法
を
勤
修
し
た
こ
と
を
窺

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
如
法
北
斗
法
は
主
に
勧
修
寺
や
無
動
寺
と
い
っ

た
特
定
の
寺
院
の
間
で
勤
修
さ
れ
て
い
た
修
法
で
あ
り
、
広
く
勤
修
さ
れ
る
こ
と
が

無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
十
世
紀
中
頃
か
ら
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
北
斗
法
は
、

十
二
世
紀
以
降
に
さ
ら
に
発
展
し
、
大
北
斗
法
、
七
壇
北
斗
法
、
如
法
北
斗
法
と
進

化
を
遂
げ
な
が
ら
、
後
世
に
お
い
て
も
勤
修
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

仁
和
寺
と
北
斗
法
の
関
わ
り

　

貴
族
社
会
に
お
い
て
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
貴
族
の
祈
祷
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
僧
侶
に
よ
っ
て
修
さ
れ
て
い
た
。つ
ま
り
、貴
族
は
願
主
で
あ
り
、

導
師
は
僧
侶
が
勤
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
北
斗
法
の
場
合
、
貴
族
ら
は

ど
の
よ
う
な
流
派
の
僧
侶
に
勤
修
を
頼
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
始
め
た
頃
は
、
導
師
と
し
て
園
城
寺
僧
で
あ
る
余
慶
や
千
算

と
い
っ
た
僧
侶
の
名
が
見
ら
れ
る（

（3
（

。
そ
の
中
で
、
ま
ず
注
目
し
た
い
時
代
は
、

一
一
一
〇
年
代
か
ら
一
一
二
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、

寛
助
に
よ
っ
て
、
数
回
に
わ
た
り
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

（3
（

。
寛

助
と
は
、
東
寺
長
者
お
よ
び
仁
和
寺
別
当
を
は
じ
め
、
東
大
寺
、
広
隆
寺
、
円
教
寺

等
の
別
当
を
歴
任
し
た
仁
和
寺
成
就
院
の
僧
侶
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
、

大
北
斗
法
を
始
め
た
の
は
、
寛
助
と
さ
れ
て
い
る
。『
白
宝
口
抄
』
巻
百
五
十
九
「
北

斗
法
第
五（

（3
（

」
に
は
、
大
北
斗
法
に
関
す
る
記
述
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、「
凡

此
法
行
儀
非
大
師
相
伝
、
祖
師
成（

寛
助
）

就
院
依
白
河
院
仰
、
始
迴
今
案
所
被
修
也
、
自
爾

以
降
門
徒
相
承
于
今
奉
修
者
也
云
々
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
大
北
斗
法
は
空
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海
相
伝
の
法
で
は
な
く
、
白
河
院
の
命
を
受
け
て
、
寛
助
が
今
案
を
め
ぐ
ら
し
て
勤

修
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る（

（3
（

。そ
し
て
寛
助
が
行
っ
て
い
た
修
法
は
、

そ
の
門
徒
や
弟
子
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
た
。

　

実
際
に
十
二
世
紀
中
頃
に
は
、
寛
助
に
続
い
て
、
永
厳
や
覚
任
等
が
北
斗
法
を
修

し
て
い
る
こ
と
を
、
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る（

（3
（

。
永
厳
と
は
寛
助
に
入
門
し
、
後
に

仁
和
寺
保
寿
院
を
建
立
し
た
僧
侶
で
あ
る（

（4
（

。
そ
し
て
覚
任
は
寛
助
の
付
法
の
弟
子
で

あ
り
、
後
に
仁
和
寺
内
に
建
立
さ
れ
た
威
徳
寺
の
僧
侶
と
な
っ
た（

（4
（

。
ま
た
他
に
見
ら

れ
る
信
証
や
寛
遍
と
い
っ
た
僧
侶（

（4
（

も
、
寛
助
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
と
さ
れ
る（
（4
（

。

こ
の
よ
う
に
、
寛
助
に
よ
っ
て
大
北
斗
法
が
始
め
ら
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
北
斗

法
は
仁
和
寺
僧
を
中
心
に
相
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
『
長
秋
記
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
六
月
一
日
条
よ
り
、
導
師
と
し
て

北
斗
法
を
修
し
た
覚
法
法
親
王
を
は
じ
め
、
十
二
世
紀
中
頃
か
ら
十
三
世
紀
中
頃
に

か
け
て
は
、
守
覚
法
親
王
や
道
法
法
親
王
、
道
助
法
親
王
な
ど
と
い
っ
た
仁
和
寺
御

室
宮
も
北
斗
法
を
修
し
て
い
る（

（4
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
二
世
紀
に
入
る
と
、
仁
和
寺
僧
が
中
心
と
な
り
導
師
を
勤

め
、
北
斗
法
を
勤
修
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
一
方
、
先
述

し
た
よ
う
に
、
七
壇
北
斗
法
で
は
三
門
一
体
と
な
っ
た
勤
修
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
全
て
の
北
斗
法
が
仁
和
寺
僧
に
よ
っ
て
勤
修
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
他
の
宗
派
の
僧
侶
も
北
斗
法
を
修
し
て
い
た
こ
と
も
、
改
め
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

十
三
世
紀
に
入
る
と
、
慈
鎮
や
慈
源
と
い
っ
た
僧
侶
が
導
師
を
勤
め
、
北
斗
法
を

勤
修
し
た
と
い
う
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
は
天
台
宗
の
無
動

寺
検
校
に
任
ぜ
ら
れ
た
僧
侶
た
ち
で
あ
る（

（4
（

。
先
述
し
た
通
り
、
如
法
北
斗
法
が
無
動

寺
で
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
北
斗
法
そ
の
も
の
も
、
天
台
宗
に
お
い

て
勤
修
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
十
二
世
紀
に
か
け
て
仁
和
寺
僧
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
て

き
た
北
斗
法
は
、
十
三
世
紀
以
降
に
は
無
動
寺
を
は
じ
め
と
す
る
天
台
宗
に
お
い
て

も
相
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
斗
法
は
衰
退
す
る
こ
と

な
く
、
後
世
へ
と
語
り
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
相
承
の
主
流
は
あ
く
ま
で
仁
和
寺
僧
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
仁
和
寺
僧
を
中
心
に
北
斗
法
が
相
承
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

仁
和
寺
は
、
光
孝
天
皇
の
御
願
に
よ
り
造
営
が
始
め
ら
れ
、
宇
多
天
皇
の
仁
和
四
年

（
八
八
八
）
八
月
に
金
堂
の
落
慶
供
養
が
、
真
然
を
導
師
と
し
て
行
わ
れ
、
年
号
に

よ
り
仁
和
寺
と
名
付
け
ら
れ
た（

（4
（

。
そ
の
後
、
宇
多
天
皇
は
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
に

譲
位
し
、
後
に
出
家
を
し
た
こ
と
か
ら
仁
和
寺
第
一
世
宇
多
法
皇
と
な
っ
た
。
そ
の

後
も
仁
和
寺
で
は
皇
族
出
身
者
が
代
々
御
室
宮
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
仁
和

寺
は
皇
族
・
貴
族
社
会
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
斗
法
は
仁
和
寺
を

中
心
に
相
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　

第
三
節　

貴
族
社
会
に
お
け
る
北
斗
法
の
勤
修

　

北
斗
法
は
貴
族
の
日
記
等
を
通
し
て
勤
修
事
例
が
広
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

貴
族
に
と
っ
て
重
要
な
修
法
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
北
斗
法
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
北
斗
法
の
祭
文
に
は
、「
若
非

常
可
有
災
難
病
、
口
舌
障
難
、
失
火
、
盗
賊
、
一
切
不
祥
者
、
未
然
消
除
、
安
穏
快

楽
、
守
助
顧
給
、
増
長
福
寿
円
満
善
願
、
興
隆
仏
法
、
利
益
群
生
之
願
」
と
あ
り
、

一
切
の
不
祥
を
未
然
に
消
除
し
て
、
安
穏
・
快
楽
の
願
い
を
守
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

す
べ
て
の
生
き
物
の
利
益
を
願
う
こ
と
こ
そ
が
北
斗
法
を
勤
修
す
る
目
的
で
あ
る
と

さ
れ
、
個
人
の
息
災
・
延
命
・
増
益
を
願
う
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
法
会
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
貴
族
た
ち
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
北
斗
法
を
勤
修
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し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
貴
族
の
日
記
等
を
中
心
に
、
北
斗
法
が
勤
修
さ

れ
る
詳
細
な
目
的
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
臨
時
的
修
法

　

北
斗
法
は
臨
時
的
修
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
臨
時

的
に
勤
修
す
る
際
の
勤
修
目
的
に
つ
い
て
順
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
二
月
二
十
一
日
条
に
よ
る
と
、「
叡
義
師

自
今
日
七
个
日
、
奉
為
主
上
奉
供
北
斗
中
将
宅
、
是
皇
后
命
也
」
と
あ
り
、
皇
后
で
あ

る
藤
原
娍
子
の
命
に
よ
っ
て
時
の
天
皇
で
あ
る
三
条
天
皇
の
た
め
に
北
斗
法
が
勤
修

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
北
斗
法
で
は
天
皇
の
た
め
、
法
皇
ら
の
皇
族
の
た
め
に
勤

修
し
た
と
い
う
事
例
が
幾
つ
か
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
元
に
天

皇
や
法
皇
の
た
め
に
勤
修
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
北
斗
法
は
息
災

や
延
命
、
増
益
の
た
め
の
修
法
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
皇
族
の

息
災
等
を
は
じ
め
と
す
る
目
的
で
修
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

次
に
『
吾
妻
鏡
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
二
月
五
日
条
は
、「
被
行
天
変
御
祈
、

七
曜
供
法
眼
珍
誉
、
北
斗
供
法
橋
珍
瑜
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
天
変
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
幕
府
が
北
斗
法
を
勤
修
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
突
然
日
蝕
や
彗
星
が
現

わ
れ
た
と
き
、
人
々
は
こ
の
よ
う
な
現
象
を
凶
兆
ま
た
は
運
命
だ
と
考
え
て
い
た
こ

と
は
、
前
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
凶
兆
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
も
、
天
変
が
あ
っ
た
際
は
時
と
し
て
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
々
は
天
変
が
あ
る
と
凶
兆
だ
と
考
え
る
よ
う
に
、
普
段
の
生
活
に
異
変
が
生
じ

た
際
も
物
忌
と
い
っ
た
不
快
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
取
り
除

く
た
め
に
様
々
な
祈
祷
が
修
さ
れ
る
が
、
北
斗
法
も
そ
の
一
つ
と
し
て
勤
修
さ
れ
る

場
合
が
あ
っ
た
。『
殿
暦
』
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
十
二
月
二
十
九
日
条
に
よ
る

と
「
去
十
一
日
鹿
怪
異
料
也
、
女（

源
師
子
）房北
斗
供
七
壇
始
之
」
と
あ
り
、
同
年
十
二
月

十
一
日
に
門
外
に
鹿
が
死
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
怪
異
と
し
て
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
平
安
京
と
い
う
都
市
に
暮
ら
す
都
市
住
民
で
あ
る
平
安
貴
族
に
と
っ

て
、
鹿
と
い
う
の
は
、
犬
や
牛
ほ
ど
に
は
見
慣
れ
た
動
物
で
は
な
く
、
鹿
が
天
皇
の

居
所
で
あ
る
内
裏
に
侵
入
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
だ
け
で
な
く
平
安
貴

族
の
私
宅
に
お
い
て
も
、
怪
異
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う（

（4
（

。
と
り

わ
け
鹿
の
出
没
だ
け
で
な
く
、
鹿
の
死
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
怪
異
と
い
う
認

識
を
さ
ら
に
強
く
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
怪
異
の
際

に
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
た
事
実
は
、
北
斗
法
が
貴
族
社
会
に
浸
透
す
る
と
と
も
に
、

怪
異
か
ら
身
を
守
る
重
要
な
修
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
『
吾
妻
鏡
』
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
七
月
二
十
八
日
条
に
は
、「
相（

北
条
時
頼
）州

被
修
北
斗
供
、
是
室
家
懐
妊
御
祈
也
」
と
あ
る
。
北
条
時
頼
が
毛
利
季
光
の
娘
と
さ

れ
る
室
の
平
産
を
祈
る
た
め
に
北
斗
法
を
勤
修
し
た
の
で
あ
る
。
御
産
に
関
し
て
の

勤
修
事
例
は
広
く
散
見
さ
れ
、
注
目
す
べ
き
勤
修
目
的
で
あ
る
。
御
産
は
母
子
共
に

死
と
い
う
危
険
が
伴
う
。
安
産
祈
願
を
目
的
と
し
て
、
不
動
供
や
薬
師
法
等
と
い
っ

た
様
々
な
法
会
が
勤
修
さ
れ
る
が（

（4
（

、
そ
の
一
つ
と
し
て
北
斗
法
も
他
の
修
法
と
と
も

に
勤
修
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
は
、
皇
族
の
た
め
、
ま
た
天
変
や
怪

異
を
感
じ
た
際
、
さ
ら
に
は
御
産
と
い
っ
た
際
に
、
臨
時
的
修
法
と
し
て
北
斗
法
を

勤
修
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
的
修
法
と
し
て

で
は
な
く
、
主
に
私
的
修
法
と
し
て
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
こ
れ
ら
の
勤
修
事
例
を
通
じ
て
、
速
水
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
北

斗
法
が
勤
修
さ
れ
始
め
た
十
世
紀
頃
に
私
的
修
法
が
発
達
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も

考
察
さ
れ
よ
う
。

　

ま
た
前
節
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
北
斗
法
を
多
く
勤
修
し
て
い
る
仁
和
寺
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と
貴
族
社
会
に
は
密
接
し
た
関
係
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
事
小
事
に
関
わ
ら
ず
、

仁
和
寺
僧
を
導
師
と
し
た
貴
族
に
よ
る
北
斗
法
が
幅
広
く
勤
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

（
二
）
恒
例
修
法

　

一
方
で
、
北
斗
法
は
全
て
が
臨
時
的
な
目
的
に
よ
っ
て
勤
修
さ
れ
て
い
た
法
会
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。『
岡
屋
関
白
記
』
に
お
い
て
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
か

ら
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
か
け
て
、
北
斗
法
を
恒
例
修
法
と
し
て
勤
修
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
四

月
二
十
一
日
条
に
は
、「
今
日
始
行
北
斗
供
并
十
一
面
供
、
北
斗
今
月

分
、　
　

七
个
日
可
行
也
、

円
順
法
印
於
南
廊
行
之
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
北
斗
今
月
分
」
と
あ
る
よ

う
に
、
北
斗
法
を
毎
月
勤
修
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
、『
岡
屋
関
白
記
』
内

で
は
十
件
程
「
北
斗
今
月
分
」
等
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
願
主
に
関
し
て
は
、『
岡

屋
関
白
記
』
の
著
者
で
あ
る
近
衛
兼
経
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
勤

修
目
的
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
期
は
近
衛
兼
経
が
後
深
草
天

皇
の
摂
政
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
自
ら
の
地
位
を
守
る
た
め
に
北
斗
法
を
勤
修
し

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
斗
法
が
恒
例
修
法
と
し
て

勤
修
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
毎
月
勤
修
さ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
修
法
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

以
上
、
北
斗
法
は
臨
時
的
修
法
が
一
般
的
で
は
あ
っ
た
が
、
十
三
世
紀
中
頃
に
は

恒
例
修
法
と
し
て
も
北
斗
法
が
勤
修
さ
れ
た
。
貴
族
社
会
の
中
に
お
い
て
、
北
斗
法

は
特
定
し
た
勤
修
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
幅
広
い
目
的
を
持
っ
て
修
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
章　

尊
星
王
法

　

星
供
と
し
て
は
、
真
言
宗
で
は
主
に
北
斗
法
を
修
し
、
増
益
や
延
命
目
的
で
祈
祷

し
て
い
た
。
一
方
で
天
台
宗
に
お
い
て
は
、
尊
星
王
法
と
呼
ば
れ
る
修
法
が
貴
族
社

会
で
発
達
し
修
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
本
章
で
は
、
尊
星
王
法
の
実
態
と
勤
修
形
態
の
変
化
、
導
師
に
着
目
し
た

尊
星
王
法
と
天
台
宗
と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
貴
族
の
日
記
等
か
ら
見
る
勤
修
目
的
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
証
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
北
斗
法
と
同
様
に
貴
族
社

会
と
尊
星
王
法
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

第
一
節　

尊
星
王
法
と
勤
修
形
態
の
変
化

　

は
じ
め
に
、尊
星
王
法
の
勤
修
の
実
態
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。『
園
城
寺
伝
記
』

一
之
二（

（5
（

に
よ
る
と
、「
顕
尊
星
王
尊
儀
之
條
分
明
者
也
、
依
之
大
師
伝
尊
星
王
法
、

御
帰
朝
之
時
、
為
守
此
法
、
来
本
朝
給
」
と
あ
り
、
尊
星
王
法
は
智
証
大
師（

（5
（

が
学
ん

で
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
百
四
十
四
「
妙
見（

（5
（

」
に

は
、「
此
法
三
井
寺
秘
法
也
、
尊
星
王
法
是
也
、
但
彼
秘
書
一
結
持
之
、
彼
行
儀
非

真
言
家
所
為
、
以
陰
陽
家
作
法
、
為
依
馮
歟
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
三
井
寺

は
園
城
寺
と
も
称
さ
れ
、
天
台
宗
寺
門
派
総
本
山
で
、
長
等
山
三
井
寺
と
号
す
寺
院

で
あ
る（

（5
（

（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
園
城
寺
と
記
す
）。
す
な
わ
ち
、
尊
星
王
法
は

園
城
寺
の
秘
法
で
あ
り
、
真
言
家
の
所
為
で
は
な
く
、
陰
陽
家
の
作
法
を
拠
り
所
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
同
書
に
は
、「
北
辰
妙
見
也
、又
云
尊
星
王
是
也
」と
い
う
記
述
も
確
認
さ
れ
、

北
辰
は
妙
見
で
あ
り
、
ま
た
尊
星
王
と
も
呼
ば
れ
て
い
た（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、
尊
星
王
法
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の
本
尊
は
妙
見
菩
薩
で
あ
っ
た
。
妙
見
菩
薩
と
は
、
尊
星
王
、
或
い
は
妙
見
尊
星
王

と
も
称
し
、
国
土
を
擁
護
し
て
災
を
消
し
、
敵
を
却
け
、
又
人
の
福
寿
を
増
益
す
る

菩
薩
で
あ
る（

（5
（

。
さ
ら
に
『
秘
鈔
問
答
』
第
十
二
「
妙
見（
（5
（

」
に
よ
る
と
、
以
下
の
記
述

が
見
ら
れ
る
。

　
　

�

大
理
趣
房
寂
円
云
、
智
証
尊
星
王
者
妙
見
也
、
即
北
辰
也
、
北
辰
者
七
星
軸
星

也
、
北
斗
諸
北
辰
上
如
蓋
是
也
、
論
実
皆
総
北
斗
也
、
常
喜
院
云
、
宝
心
阿
闍

梨
云
、
三
井
云
尊
星
王
ト
ハ
東
寺
云
妙
見
也
云
々
、
当
流
口
伝
云
、
妙
見
北
辰
一
法

也
、
北
斗
法
又
同
之
、

　

こ
こ
か
ら
も
、「
尊
星
王
」
は
東
密
で
い
う
「
妙
見
」
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、「
妙

見
」
と
「
北
辰
」
も
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
り
わ

け
「
北
斗
法
又
同
之
」
と
あ
り
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
北
斗
法
が
北
斗
七
星
を
供
養

す
る
法
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
尊
星
王
法
と
北
斗
法
は
宗
派
の
相
違
が
生
じ
る

も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
の
修
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
北
斗
法
は
時
代
の
変
遷
に
よ
り
大
北
斗
法
等
の
勤
修
形
態
の
変
化
が
見
ら

れ
た
が
、
尊
星
王
法
も
こ
の
よ
う
な
勤
修
形
態
の
変
化
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

史
料
上
に
お
け
る
尊
星
王
法
の
初
見
は
『
天
台
座
主
記
』
天
慶
八
年
（
九
四
五
）

五
月
十
一
日
条（

（5
（

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
第
十
四
権
律
師
義
海　

同（
天
慶
八
）年五

月
十
一
日
、

始
行
尊
星
王
大
法
、
御
願
成
就
、
故
賜
年
分
度
者
十
二
人
」
と
あ
り
、
延
暦
寺
僧
で

あ
る
義
海
が
尊
星
王
法
を
修
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
同
条
に
お
い
て
は
「
大
法
」

と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
十
世
紀
に
は
特
に
重
ん
じ
ら
れ
る
大
規
模
な
法
会
で
あ
っ
た

こ
と
も
考
察
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
十
一
世
紀
以
降
の
貴
族
の
日
記
等
に
よ
る
と
、「
尊

星
王
」
や
「
尊
星
王
法
」、「
尊
星
王
供
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
で
あ
っ
た
と

さ
れ
、
史
料
か
ら
は
修
法
が
発
展
し
た
と
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

尊
星
王
法
の
勤
修
形
態
の
変
化
が
確
認
さ
れ
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
や
は
り

尊
星
王
法
が
園
城
寺
の
秘
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
園
城
寺
の
秘
法
と
し

て
勤
修
形
態
が
伝
来
し
た
当
初
の
ま
ま
保
持
さ
れ
後
世
に
相
承
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

　
　
　
　

第
二
節　

園
城
寺
と
尊
星
王
法
の
関
わ
り

　

前
節
に
お
い
て
、
尊
星
王
法
は
園
城
寺
の
秘
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

実
際
に
尊
星
王
法
は
ど
の
よ
う
な
僧
侶
に
よ
っ
て
勤
修
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

尊
星
王
法
の
初
見
史
料
に
見
え
る
導
師
は
山
門
派
僧
の
義
海
で
あ
っ
た（

（5
（

。そ
の
後
、

十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
中
頃
に
か
け
て
尊
星
王
法
の
導
師
を
勤
め
た
僧
侶
と
し

て
、
行
円（

（5
（

、
文
円（
（6
（

、
隆
明（
（6
（

、
良
意（
（6
（

、
行
勝（
（6
（

、
懐
誉（
（6
（

、
覚
猷（
（6
（

、
真
円（
（6
（

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
寺
門
伝
記
補
録（

（6
（

』
よ
り
、
行
円
、
隆
明
、
良
意
、
行
勝
、
懐
誉
、
覚
猷
、
真
円
は

園
城
寺
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
文
円
に
関
し
て
は
『
小
右
記
』
治
安

三
年
（
一
〇
二
三
）
九
月
二
十
一
日
条
よ
り
、
普
門
寺
僧
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
普

門
寺
は
藤
原
文
範
の
発
願
に
よ
り
、
そ
の
息
子
明
肇
を
開
基
と
し
て
草
創
し
、
天
台

宗
寺
門
派
に
属
し
た（

（6
（

。
す
な
わ
ち
文
円
も
寺
門
派
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
十
三
世
紀
中
頃
以
降
は
、
円
浄
や
円
助
を
中
心
に
尊
星
王
法
を
勤
修
し
て

い
た（

（6
（

。『
寺
門
伝
記
補
録
』
よ
り
、
い
ず
れ
も
園
城
寺
僧
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
代

に
お
い
て
も
真
言
僧
が
尊
星
王
法
を
勤
修
し
た
と
い
う
記
述
は
確
認
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら（

（7
（

、
長
年
に
亘
っ
て
尊
星
王
法
は
園
城
寺
僧
に
よ
っ
て
の
み
相
承
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
勤
修
事
例
に
お
い
て
、
数
例
で
は
あ
る
が
園

城
寺
以
外
に
も
寺
門
派
普
門
寺
僧
や
山
門
派
僧
に
よ
る
尊
星
王
法
の
勤
修
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら（

（7
（

、
園
城
寺
の
秘
法
と
し
て
相
承
さ
れ
な
が
ら
も
寺
門
派
寺
院
や
天
台
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寺
院
に
も
相
伝
し
、
勤
修
さ
れ
て
い
た
と
考
察
さ
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
円
浄
は
園
城
寺
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
尊
星
王
法
と
北
斗
法
を
と
も
に
勤

修
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
二
つ
の
修
法
を
使
い
分

け
て
勤
修
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
尊
星
王
法
は
北
斗
法
そ
の
も
の
と

交
わ
る
こ
と
な
く
、
園
城
寺
を
中
心
に
相
承
さ
れ
て
い
た
修
法
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。

　

さ
て
、
前
章
に
お
い
て
仁
和
寺
で
は
皇
族
出
身
者
が
代
々
門
跡
を
務
め
て
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
貴
族
社
会
と
の
関
係
が
生
ま
れ
、
北
斗
法
が
浸
透
し
た
と
考
察
し
た
。

一
方
で
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
尊
星
王
法
は
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
願
主
に
よ
る
北
斗
法
と
の
使
い
分
け
は
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
「
法
成
寺
」
に
お
い
て
尊
星
王
法
が
勤
修
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注

目
し
た
い
。『
殿
暦
』
に
は
、
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
七
月
十
三
日
条
の
「
尊
星

王
供
養
於
法
成
寺
有
此
事
」
や
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
十
月
三
十
日
条
の
「
於
法

成
寺
始
尊
星
王
法
」
と
あ
り
、
法
成
寺
で
尊
星
王
供
を
勤
修
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
法
成
寺
は
藤
原
道
長
が
建
立
し
た
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
成
寺

が
園
城
寺
と
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
記
述
と
し
て
、『
中
右
記
』
康

和
四
年
（
一
一
〇
二
）
五
月
九
日
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
「
抑
法（

藤
原
道
長
）

成
寺
入
道

殿
建
立
此
寺
、
執
行
長
吏
定
基
・
心
誉
・
永
円
・
明
尊
・
覚
円
・
静
円
・
静
覚
・
又

覚
円
已
上
皆
三
井

寺
人
也
、

」
と
、
法
成
寺
長
吏
補
任
の
次
第
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
法
成
寺
建

立
時
の
執
行
長
吏
は
園
城
寺
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
法
成
寺
と
園
城
寺
に
は

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
園
城
寺
は
藤
原
氏
を
中
心
と
し

た
貴
族
社
会
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
勤
修
場

所
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
願
主
に
注
目
す
る
と
、
藤
原
忠
実
が
願
主
と

し
て
尊
星
王
法
を
勤
修
し
た
と
さ
れ
る
事
例
が
数
件
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
藤

原
北
家
を
は
じ
め
と
す
る
藤
原
氏
一
族
が
園
城
寺
と
の
関
係
を
築
き
、
そ
の
際
に
藤

原
氏
は
尊
星
王
法
の
導
師
を
園
城
寺
僧
に
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
星
王
法
が

貴
族
社
会
に
浸
透
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
松
本
郁
代
氏
に
よ
る
と
、
興
福
寺
南
円
堂
に
祀
ら
れ
た
藤
原
氏
の
守
護
仏

で
あ
る
不
空
羂
索
観
音
の
存
在
は
、
平
安
時
代
後
半
以
降
、
藤
原
摂
関
家
に
関
わ
る

御
修
法
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
寺
門
派
の
尊
星
王
法
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
と
い
う（

（7
（

。
こ

こ
か
ら
、
藤
原
氏
と
尊
星
王
法
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
不

空
羂
索
観
音
と
尊
星
王
に
つ
い
て
検
討
を
さ
ら
に
加
え
る
こ
と
で
、
藤
原
氏
と
尊
星

王
法
の
関
係
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

さ
ら
に
尊
星
王
法
の
記
述
が
確
認
さ
れ
始
め
た
十
一
世
紀
初
頭
に
は
、
三
条
天
皇

や
後
一
条
天
皇
と
い
っ
た
皇
族
も
尊
星
王
法
を
修
し
て
い
る（

（7
（

。
園
城
寺
と
皇
族
は
、

長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
村
上
天
皇
の
皇
孫
永
円
を
長
吏
に
補
せ
ら
れ
る
等（

（7
（

と
い
っ

た
関
わ
り
は
あ
る
も
の
の
、
北
斗
法
を
修
し
て
い
た
仁
和
寺
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

関
係
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
三
条
天
皇
の
在
位
中
は

藤
原
道
長
の
全
盛
期
に
当
た
る
他
、
後
一
条
天
皇
は
藤
原
道
長
・
頼
通
を
摂
政
に
す

る
等
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
た
政
治
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
外
戚
で
あ
る

藤
原
氏
を
通
し
て
園
城
寺
の
秘
法
で
あ
る
尊
星
王
法
が
皇
族
に
も
浸
透
し
、
よ
り
一

層
貴
族
社
会
全
体
で
尊
星
王
法
が
勤
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

　

な
お
、
北
斗
法
と
尊
星
王
法
の
願
主
を
比
較
し
た
際
、
ど
ち
ら
の
修
法
も
勤
修
し

て
い
る
事
例
が
多
く
、
願
主
に
よ
る
修
法
の
使
い
分
け
が
存
在
し
た
か
に
関
し
て
は

今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
植
野
加
代
子
氏
は
尊
星
王
法
が
園
城
寺
の
秘
法
と
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
植
野
氏
に
よ
る
と
、
五
壇
法
が
園
城
寺
の
秘
法
で
あ
っ
た

こ
と
に
触
れ
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
効
能
が
あ
る
五
壇
法
と
い
う
秘
法
と
尊
星
王
法
を
同

時
に
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
星
王
法
も
園
城
寺
の
秘
法
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。
確
か
に
、
尊
星
王
法
と
五
壇
法
を
同
時
に
修
し
た
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事
例
は
六
例
確
認
さ
れ
る
が（
（7
（

、
五
壇
法
が
園
城
寺
の
秘
法
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
尊

星
王
法
も
秘
法
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
導
師
の
所
属
に
よ
る
検
証
か
ら
、
尊
星
王
法
は
九
世
紀
以

降
に
智
証
大
師
が
持
ち
帰
っ
た
後
、
園
城
寺
の
秘
法
と
し
て
園
城
寺
僧
を
中
心
に
相

伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
延
暦
寺
や
普
門
寺
と
い
っ
た

天
台
宗
寺
院
に
も
修
法
が
浸
透
し
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
後
世
に
亘
っ
て

完
全
に
秘
法
化
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
尊
星
王
法
は
智
証
大
師
が
持

ち
帰
り
、
寺
門
派
を
中
心
と
し
て
代
々
相
承
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
節　

貴
族
社
会
に
お
け
る
尊
星
王
法
の
勤
修

　

尊
星
王
法
に
お
い
て
も
、
貴
族
の
日
記
等
を
通
じ
て
多
く
の
勤
修
事
例
を
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

　
『
園
城
寺
伝
記
』
三
之
四
「
新
羅
明
神
在
尊
星
王
事
」
に
は
、「
除
死
定
生
、
滅
罪

増
福
、
延
寿
除
灾
姧
、
風
雨
順
時
、
穀
禾
豊
熟
、
疫
気
消
除
」
と
あ
り
、
死
を
除
く

こ
と
や
福
を
増
や
す
こ
と
、
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
、
尊
星
王
法
の
供
養
す
る
目
的

で
あ
る
と
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

で
は
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
尊
星
王
法
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
勤
修
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
貴
族
の
日
記
等
を
通
じ
て
尊
星
王
法
が
勤
修
さ
れ
た
目

的
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
臨
時
的
修
法

　

尊
星
王
法
に
お
い
て
も
臨
時
的
に
勤
修
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
祈
祷
内
容
を
順
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
『
殿
暦
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
七
月
六
日
条
に
お
い
て
、「
自
昨
日
行
勝
僧
都

主
上
御
祈
尊
星
王
御
修
法
を
被
行
」
と
あ
る
。「
主
上
」
で
あ
る
堀
河
天
皇
は
不
例
、

す
な
わ
ち
病
気
で
あ
っ
た（

（7
（

。
そ
の
た
め
七
月
五
日
に
麗
景
殿
に
お
い
て（
（7
（

、
堀
河
天
皇

の
不
例
の
た
め
に
、
尊
星
王
法
が
修
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
皇

族
ら
の
不
例
の
際
、
病
気
平
癒
を
目
的
と
し
て
尊
星
王
法
を
勤
修
す
る
こ
と
は
、
一

般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
不
例
の
記
述
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
先
の
よ
う
な
病
気
だ

け
と
は
限
ら
な
い
。『
殿
暦
』
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
七
月
二
十
四
日
条
に
は
「
女

房
不
例
故
也
、依
院
仰
余
有
他
屋
、女
房
料
大
般
若
読
経
初
之
、又
仏
三
体
愛
染
王
・

尊
星
王
・
千
手
観
音
初
之
」
と
見
ら
れ
、
先
の
事
例
と
同
様
に
藤
原
忠
実
の
妻
で
あ

る
源
師
子
の
不
例
に
よ
っ
て
尊
星
王
法
を
修
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
「
他
屋
」

の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
不
例
は
病
気
で
は
な
く
、
月
経
に
よ
る
勤
修

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
当
時
の
社
会
に
お
い
て
、
月
経
は
穢
れ
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
女
性
貴
族
の
不
例
の
た
め
に
尊
星
王
法
が

修
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
複
数
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
病
気
平
癒
と

と
も
に
先
の
よ
う
な
穢
れ
を
取
り
除
き
、
延
命
を
祈
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
御
産
に
よ
り
北
斗
法
が
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ

る
。
一
方
、
尊
星
王
法
も
御
産
の
た
め
に
修
し
た
と
さ
れ
る
記
述
を
、
史
料
よ
り
複

数
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。『
三
井
続
灯
記
』
巻
第
九
の
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）

六
月
九
日
条
に
お
い
て
は
「
祈
中
宮
御
産
、
円
浄
修
尊
星
王
法
於
禁
中
、
伴
僧
廿
口
、

隆
弁
・
房
海
等
、
翌（

十
日
）日

御
誕
生
号
後
深

草
院
、

仍
結
願
退
散
了
」
と
あ
り
、「
中
宮
」（
大
宮

院 
西
園
寺
姞
子
）
の
御
産
の
た
め
、
円
浄
に
よ
っ
て
尊
星
王
法
が
修
さ
れ
た
こ
と

を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
御
産
の
た
め
に
尊
星
王
法
が
修
さ
れ
て

い
た
が
、
北
斗
法
と
同
様
に
他
の
修
法
と
同
時
に
勤
修
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（7
（

。

　

ま
た
数
例
で
は
あ
る
が
、
怪
異
の
際
に
も
尊
星
王
法
が
勤
修
さ
れ
た
。『
殿
暦
』
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天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
四
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、「
今
日
公
家
有
御
祈
等
、

余
承
行
、
公
家
神
事
故
也
、
御
修
法
三
壇
、
尊
星
王
・
愛
染
王
・
大
威
徳
等
也
、
諸

社
同
有
御
祈
八
幡
・
賀
茂
・
春
日

等
也
、
僧
各
籠
候
、

件
等
御
祈
、
此
間
夢
想
不
静
上
、
諸
社
怪
異
屡
多
、
仍

所
祈
請
也
」
と
見
ら
れ
、
諸
社
の
怪
異
に
よ
っ
て
、
藤
原
忠
実
が
尊
星
王
法
等
を
修

し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。「
諸
社
怪
異
」
と
し
て
は
賀
茂
上
社
の
「
木
折
」
や
、

河
合
社
や
住
吉
社
の
「
狐
鳴
」
と
い
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（8
（

。
こ

の
よ
う
な
怪
異
は
凶
事
の
予
兆
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
凶
事
に
備
え

る
手
段
と
し
て
尊
星
王
法
が
修
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、尊
星
王
法
は
重
要
修
法
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
の
も
と
、

不
例
や
御
産
、
怪
異
と
い
っ
た
幅
広
い
目
的
を
持
っ
て
勤
修
さ
れ
た
修
法
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

（
二
）
恒
例
修
法

　

尊
星
王
法
は
臨
時
的
に
修
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
一
方
、
尊
星
王
法
に
お
い
て

も
恒
例
修
法
と
し
て
勤
修
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
述
も
散
見
さ
れ

る
。
例
え
ば
『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
五
月
二
十
八
日
条
に
よ
る
と
、

「
従
今
日
六
个
日
奉
供
尊
星
王
、
去
年
冬
・
当
年
春
季
料
、
阿

闍
梨
文
円
於
普
門
寺
供
養
、
」
と
あ
り
「
去
年
冬
・
当
年
春

季
料
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
他
に
も
『
小
右
記
』
に
は
「
二
季
夏
・
秋
」（
（8
（

や
「
当

季（
（8
（

」
と
い
っ
た
記
述
が
十
二
件
確
認
さ
れ
、
一
年
に
季
節
毎
の
四
回
（
春
季
、
夏
季
、

秋
季
、
冬
季
）
に
分
け
て
尊
星
王
法
が
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た

一
季
三
ケ
日
の
勤
修
で
あ
り
、
二
季
の
場
合
は
連
続
で
六
ケ
日
勤
修
し
て
い
た
こ
と

も
分
か
る
。

　

し
か
し
、『
小
右
記
』
以
外
の
貴
族
の
日
記
等
に
お
い
て
「
当
季
」
等
と
い
っ
た

恒
例
修
法
と
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち

恒
例
修
法
を
長
年
に
亘
っ
て
勤
修
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
尊
星
王
法
は
臨
時
的
修

法
を
中
心
に
勤
修
さ
れ
た
修
法
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。『
小
右
記
』の
事
例
の
場
合
、

願
主
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
著
者
で
あ
る
藤
原
実
資
が
独
自
に
尊
星
王
法
を
勤
修
し
、「
除
死
定
生
」
や
「
延

寿
除
灾
姧
」
の
目
的
の
も
と
、
定
期
的
に
祈
祷
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
臨
時
的
修
法
の
他
に
も
恒
例
的
修
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
北
斗
法
と
同
様
に
重
要
な
修
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ

う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
星
信
仰
お
よ
び
星
供
と
貴
族
社

会
に
お
け
る
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
最
後
に
本
稿
の
成
果
を
ま
と
め

な
が
ら
、
星
信
仰
や
星
供
が
貴
族
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
定
着
し
た

の
か
、
ま
た
貴
族
社
会
が
と
り
わ
け
星
供
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
再
度
考
察
し

た
い
。

　

ま
ず
貴
族
社
会
に
お
い
て
星
信
仰
が
浸
透
し
た
背
景
と
し
て
は
、
十
世
紀
か
ら

十
三
世
紀
に
か
け
て
の
時
代
的
背
景
が
大
き
く
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
及
し

た
。
律
令
体
制
が
崩
壊
し
摂
関
体
制
期
に
突
入
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
貴
族
ら
の

他
氏
排
斥
が
行
わ
れ
、
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
に
信
仰
が
普
及
し
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
星
に
よ
っ
て
自
ら
の
運
命
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
星
信
仰
へ
の
注
目
が
一
層

高
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

真
言
宗
で
勤
修
さ
れ
た
北
斗
法
で
は
、
十
世
紀
後
半
に
初
見
史
料
が
確
認
さ
れ
て

以
降
、
大
北
斗
法
、
七
壇
北
斗
法
、
如
法
北
斗
法
と
い
っ
た
勤
修
形
態
の
変
化
が
生

じ
て
い
た
。
ま
た
導
師
に
着
目
し
た
際
、
特
定
の
門
流
に
よ
る
独
占
が
あ
っ
た
と
い
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う
こ
と
で
は
な
い
が
、
仁
和
寺
僧
を
中
心
に
相
承
さ
れ
て
い
た
修
法
で
あ
っ
た
と
指

摘
し
た
。
勤
修
目
的
は
、
皇
族
の
た
め
、
天
変
、
怪
異
、
御
産
と
い
っ
た
際
に
臨
時

的
修
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
「
北
斗
今
月
分
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、

恒
例
修
法
と
し
て
も
勤
修
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
北
斗
法
は
自
ら
の
身
を
守
る
た
め

の
重
要
な
修
法
と
し
て
、
貴
族
社
会
全
体
へ
と
浸
透
し
な
が
ら
後
世
へ
と
相
承
さ
れ

る
重
要
な
修
法
で
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

天
台
宗
で
勤
修
さ
れ
た
尊
星
王
法
は
、
十
世
紀
中
頃
に
初
見
史
料
が
確
認
さ
れ
た

以
降
、
勤
修
形
態
の
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
尊
星
王
法
が

園
城
寺
の
秘
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
導
師
に
着
目
し
た
際
、
園
城
寺

僧
を
中
心
に
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
園
城
寺
と

法
成
寺
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
尊
星
王
法
は
藤
原
氏
一
族
と
園

城
寺
の
関
係
に
よ
り
浸
透
し
、
そ
の
後
貴
族
社
会
全
体
へ
と
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
言
及
し
た
。
勤
修
目
的
で
は
、
不
例
や
御
産
、
怪
異
の
際
に
臨
時
的
修
法
と
し

て
勤
修
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
一
方
、「
当
季
」
や
「
二
季
」
の
よ
う
な
恒
例
修
法

と
し
て
も
勤
修
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
尊
星
王
法
も
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
の
重
要

な
修
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
陰
陽
道
と
宿
曜
道
の
交
流
と
比
例
し
て
星
信
仰
の
需
要
が
高
ま
っ
た
か
ら

こ
そ
、星
供
も
急
速
に
発
達
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。ま
た
当
時
の
時
代
観
も
踏
ま
え
、

災
厄
を
除
き
人
々
の
延
命
を
祈
る
た
め
、
ま
た
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
貴
族
社
会
で
は
星
供
が
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
仁

和
寺
と
関
わ
り
の
あ
る
北
斗
法
や
園
城
寺
の
秘
法
で
あ
る
尊
星
王
法
は
共
に
貴
族
社

会
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
修
法
は
真
言
宗
お
よ
び
天
台
宗
に
お
け
る

星
供
の
中
心
祈
祷
と
し
て
発
展
し
、
身
を
守
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
勤
修
目
的
を
は

じ
め
、
重
要
修
法
と
し
て
後
世
へ
と
相
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）�

ほ
し
。
天
球
上
の
恒
星
、
そ
の
見
か
け
の
集
団
。
宿
は
、
古
く
中
国
で
天
球
を
三
垣
二
八
宿

に
区
分
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

（
2
）�

山
下
克
明
氏
『
平
安
時
代
陰
陽
道
史
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
一
二
三
頁
。

（
3
）�

山
下
氏
註
（
2
）
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

（
4
）�

速
水
侑
氏
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）、
二
二
頁
、
四
五
頁
。

（
5
）�

山
下
氏
註
（
2
）
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

（
6
）�

速
水
氏
註
（
4
）
前
掲
書
、
四
五
頁
。

（
7
）�

武
田
和
昭
氏
『
星
曼
荼
羅
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
）、
二
六
三
頁
。

（
8
）�

速
水
氏
註
（
4
）
前
掲
書
、
五
一
頁
、
五
三
頁
。

（
9
）�

日
・
月
・
火
・
水
・
木
・
金
・
土
の
七
曜
星
に
、
羅
睺
（
ら
ご
）
星
と
計
都
（
け
い
と
）
星

を
加
え
た
も
の
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

（
10
）�『
密
教
大
辞
典
』

（
11
）�『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
蔵
経
』）
図
像
部
第
七
巻
、
三
一
四
頁
中
段
・
下
段
。

（
12
）�『
密
教
大
辞
典
』

（
13
）�『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
〇
冊
（
仏
教
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）。

（
14
）�『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
八
月
十
四
日
条
。

（
15
）�

速
水
侑
氏『
呪
術
宗
教
の
世
界
―
密
教
修
法
の
歴
史
―
』（
塙
書
房
、一
九
八
七
年
）、八
八
頁
。

（
16
）�

武
田
氏
註
（
7
）
前
掲
書
、
二
四
一
頁
。

（
17
）�

増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
編
『
増
補
史
料
大
成
』
第
一
巻
（
歴
代
宸
記
）（
臨
川
書
店
、

一
九
八
二
年
）、
一
二
五
頁
。

（
18
）�

速
水
氏
註
（
15
）
前
掲
書
、
八
八
頁
。

（
19
）�

速
水
氏
註
（
15
）
前
掲
書
、
八
九
頁
。

（
20
）�

山
下
克
明
氏
『
陰
陽
道
の
発
見
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
四
二
頁
。

（
21
）�『
国
史
大
辞
典
』

（
22
）�
速
水
氏
註
（
15
）
前
掲
書
、
八
二
頁
。

（
23
）�『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
〇
冊
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）、
二
一
一
三
頁
下
段
。

（
24
）�

山
下
克
明
氏
「
宿
曜
道
の
形
成
と
展
開
」（
古
代
学
協
会
編
『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
四
九
五
―
四
九
六
頁
。
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（
25
）�

山
下
氏
註
（
2
）
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

（
26
）�
山
下
氏
註
（
24
）
前
掲
書
、
四
九
六
頁
。

（
27
）�『
密
教
大
辞
典
』 

（
28
）�

註
（
17
）
前
掲
史
料
、
一
二
五
頁
。

（
29
）�『
国
史
大
系
』
第
十
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
九
〇
頁
。

（
30
）�『
覚
禅
鈔
』
第
六
「
星
宿
法
」、
二
〇
二
一
頁
下
段
。

（
31
）�『
大
日
本
史
料
』（
以
下
『
大
史
』）
第
三
編
之
二
十
四
、二
三
六
頁
。

（
32
）�

西
弥
生
氏
『
中
世
密
教
寺
院
と
修
法
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
〇
三
頁
。

（
33
）�

大
津
市
坂
本
本
町
の
比
叡
山
東
塔
無
動
寺
谷
に
あ
る
（『
国
史
大
辞
典
』）。

（
34
）�『
大
史
』
第
一
編
之
二
十
、一
一
六
頁
、『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
一
月
二
日
条
。

（
35
）�『
東
寺
長
者
補
任
』天
永
元
年（
一
一
一
〇
）正
月
十
日
条（『
続
々
群
書
類
従
』第
二
史
伝
部
）。

以
降
、『
東
寺
長
者
補
任
』
を
中
心
に
、
寛
助
が
導
師
を
勤
め
た
と
さ
れ
る
記
述
が
十
数
件

確
認
さ
れ
る
。

（
36
）�『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（『
群
書
類
従
』
第
四
輯
巻
第
五
十
九
）。

（
37
）�『
大
蔵
経
』
図
像
部
第
七
巻
、
三
一
九
頁
下
段
。

（
38
）�

西
氏
註
（
32
）
前
掲
書
、
一
〇
〇
頁
。

（
39
）�『
東
寺
長
者
補
任
』
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
二
月
二
十
一
日
条
、
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）

二
月
十
八
日
条
他
。

（
40
）�

註
（
36
）
前
掲
史
料
。

（
41
）�

註
（
36
）
前
掲
史
料
。

（
42
）�『
東
寺
長
者
補
任
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
正
月
十
七
日
条
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）

八
月
二
十
七
日
条
。

（
43
）�

註
（
36
）
前
掲
史
料
。

（
44
）�『
仁
和
寺
御
伝
』「
喜
多
院
御
室
」
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
七
月
二
十
三
日
条
、「
後
高
野

御
室
」建
暦
元
年（
一
二
一
一
）四
月
二
十
九
日
条
、「
光
台
院
御
室
」建
保
五
年（
一
二
一
七
）

七
月
十
三
日
条
（『
群
書
類
従
』
第
五
輯
巻
第
六
十
七
）。

（
45
）�『
門
葉
記
』
巻
第
百
二
十
八
「
門
主
行
状
一
」（『
大
蔵
経
』
図
像
部
第
十
二
巻
）、
二
四
一
頁

上
段
、
二
四
八
頁
中
段
他
。

（
46
）�『
無
動
寺
検
校
次
第
』（『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
巻
第
九
十
四
）。

（
47
）�『
国
史
大
辞
典
』

（
48
）�

繁
田
信
一
氏
『
陰
陽
師　

安
倍
晴
明
と
蘆
屋
道
満
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六
年
）、

四
〇 

頁
。

（
49
）�『
御
産
部
類
記
』
下　

十
二
「
安
徳
天
皇
」
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
二
十
八
日
条
（『
図

書
寮
叢
刊
』
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
八
二
年
）。

（
50
）�『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
二
七
冊
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
）、
七
頁
。

（
51
）�

円
珍　

八
一
四
―
八
九
一
。
台
密
第
六
祖
・
天
台
宗
寺
門
派
開
祖
。
諡
号
智
証
大
師
。（『
密

教
大
辞
典
』）。

（
52
）�『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
〇
冊
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）、
二
一
二
五
頁
。

（
53
）�『
密
教
大
辞
典
』

（
54
）�

植
野
加
代
子
氏
「
尊
星
王
法
に
お
け
る
信
仰
―
『
殿
暦
』
に
み
ら
れ
る
祈
願
を
中
心
に
―
」

（『
御
影
史
学
論
集
』
三
八
（
横
田
健
一
先
生
追
悼
号
）
御
影
史
学
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
）、

一
〇
七
頁
。

（
55
）�

望
月
信
亨
氏
『
望
月
佛
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
五
四
年
）。

（
56
）�『
大
蔵
経
』
続
諸
宗
部
七
九
、四
九
五
頁
中
段
・
下
段
。

（
57
）�『
大
史
』
第
一
編
之
八
、四
六
一
頁
。

（
58
）�

註
（
57
）
前
掲
史
料
。

（
59
）�『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
一
月
九
日
条
。

（
60
）�『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
五
月
二
十
八
日
条
他
。

（
61
）�『
大
史
』
第
三
編
之
七
、八
四
頁
。

（
62
）�『
後
二
条
師
通
記
』
寬
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
二
月
二
十
九
日
条
。

（
63
）�『
殿
暦
』
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
八
月
五
日
条
他
。

（
64
）�『
殿
暦
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
四
月
二
十
九
日
条
他
。

（
65
）�『
殿
暦
』
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
七
月
二
日
条
。

（
66
）�『
三
井
続
灯
記
』巻
第
九　

建
久
六
年（
一
一
九
五
）七
月
二
十
六
日
条（『
大
日
本
仏
教
全
書
』

一
一
一
冊
、
潮
書
房
、
一
九
三
一
年
）。

（
67
）�『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
十
三
「
長
吏
高
僧
略
伝
巻
上
」、
第
十
四
「
長
吏
高
僧
略
伝
巻
下
」、

第
十
五
「
非
職
高
僧
略
伝
巻
上
」、
第
十
六
「
非
職
高
僧
略
伝
巻
下
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』

第
一
二
七
冊
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
）。
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（
68
）�『
国
史
大
辞
典
』

（
69
）�『
三
井
続
灯
記
』
巻
第
九　

貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
五
月
十
日
条
他
、『
続
史
愚
抄
』
文
永

十
年
（
一
二
七
三
）
十
月
十
六
日
条
。

（
70
）�

貴
族
の
日
記
や
『
大
史
』
に
よ
り
、
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
ま
で
の
導
師
は
、
園
城
寺
僧
を

中
心
と
す
る
天
台
僧
し
か
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
71
）�

註
（
57
）
前
掲
史
料
お
よ
び
『
小
右
記
』
に
よ
る
と
、
園
城
寺
僧
以
外
の
導
師
は
延
暦
寺
僧

の
義
海
（
一
例
）、
叡
義
（
二
例
）
普
門
寺
僧
の
文
円
（
六
例
）
が
確
認
さ
れ
た
。

（
72
）�

松
本
郁
代
氏
「
中
宮
御
産
と
密
教
―
『
宝
秘
記
』
尊
星
王
法
御
修
法
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
阿

部
泰
郎
氏
編
『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
と
統
辞
法
「
テ
ク
ス
ト
布
置
の
解

釈
学
的
研
究
と
教
育
」
第
四
回
国
際
研
究
集
会
報
告
書
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、

二
〇
〇
八
年
）、
八
六
頁
。

（
73
）�『
小
右
記
』
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
閏
六
月
十
日
条
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
七
月
九

日
条
。

（
74
）�『
密
教
大
辞
典
』

（
75
）�

植
野
加
代
子
氏
「
尊
星
王
法
と
僧
侶
た
ち
―
十
一
世
紀
の
三
井
寺
を
中
心
に
―
」（『
秦
氏
と

妙
見
信
仰
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
七
九
頁
。

（
76
）�

植
野
氏
註
（
75
）
前
掲
書
、
二
七
六
頁
。

（
77
）�『
殿
暦
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
六
月
二
十
七
日
条
。

（
78
）�『
永
昌
記
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
七
月
五
日
条
。

（
79
）�『
御
産
部
類
記
』
下　

十
六
「
綜
子
内
親
王
」
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
九
月
五
日
条
。

（
80
）�『
殿
暦
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
三
月
十
七
日
条
。

（
81
）�『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
九
月
二
十
一
日
条
。

（
82
）�『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
二
月
二
十
三
日
条
。

［
付
記
］小
稿
執
筆
に
あ
た
り
、ご
指
導
い
た
だ
い
た
藤
井
雅
子
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
史
学
専
攻　

修
士
課
程
一
年
）


